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◆ 研究概要 
帯状疱疹後神経痛，坐骨神経痛，癌性疼痛等の疼痛モデル動物及び，アトピー性皮膚炎，乾皮症，蚊アレルギー，花粉

アレルギーの痒みの動物モデルを用いて，痛み及び痒みの発生機序を行動薬理学的解析を中心に分子生物学，電気生理学

的，免疫組織学的手法等を駆使して解析している. 
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